
　粗暴犯の件数は３８件で昨年より８件増加していま

※２　粗暴犯～暴行、傷害、脅迫、恐喝等

※１　重要犯罪～殺人、強盗、放火、強制性交等、略取誘拐、強制わいせつ
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の４３７件を窃盗が占めており、昨年より３１件増加

しています。
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凡例○　乗り物盗

 ※ 月別刑法犯認知状況

Ｒ２年

Ｒ３年 231

143 172190

合計

202176

【粗暴犯】

や店でのトラブルに起因する事件が大半ですが、家庭

事件は昨年より４件増の１５件となっています。路上

す。中でも暴行事件は昨年より７件増の２０件、傷害

内での親族同士の事件など潜在化しやすいものもあり

ます。

【窃盗犯】

　刑法犯認知件数５８１件のうち、約７５パーセント

令 和 ４ 年 ４ 月
柏 警 察 署 生 活 安 全 課

　令和４年３月末の認知件数総数は５８１件で昨年より３２件増加しており、特に車上ねらいが増加傾向に

あります。その他は昨年と比較して大幅な増減はありません。

【重要犯罪】

　重要犯罪の件数は３１件で、昨年より２５件増加し

り、その他は昨年と比較して大きな増減はありません。

 資 料 令和４年３月末における犯罪発生概況について

１　犯罪発生分析

ておりますが、その大半は強制わいせつ事件の犯人を

検挙したことによる捜査の経過で計上されたものであ

【刑法認知件数】

174 209 581198

　　乗り物の被害は１０６件であり、自転車盗が約７

　６件と全体の約７割を占めています。

　　また、自動車盗が３月中１２件発生しており、昨

　年より増加傾向にあります。

○　非侵入窃盗(出入り自由な場所での窃盗)

　　非侵入窃盗のうち、車上ねらいが５０件発生して

　おり、昨年より３９件増加しています。その他は昨

　年と比較して大幅な増減はありません。
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刑法犯認知件数の推移

Ｒ２年

Ｒ３年

Ｒ４年

Ｒ3年中 R4.3末 R3.3末 前年同期比

2321 581 549 32
31 31 6 25

142 38 30 8
1735 437 406 31
159 44 39 5

住宅対象 90 24 27 -3
その他 69 20 12 8

545 106 118 -12
自動車盗 82 26 20 6
オートバイ盗 43 4 15 -11
自転車盗 420 76 83 -7

1031 287 249 38
ひったくり 3 3 0 3
車上ねらい 75 50 11 39
部品ねらい 44 13 10 3
万引き 453 104 111 -7
その他 456 117 117 0

181 32 49 -17
93 21 25 -4

139 22 33 -11

乗り物盗

非侵入窃盗

その他
電話de詐欺
器物損壊

侵入窃盗

区分
総数

重要犯罪（※1）
粗暴犯　 （※2)
窃盗犯



（１）侵入窃盗（住宅対象）

　    被害件数は減少しているものの、被害金額は昨年よ

　　役所職員、銀行員などあらゆる職種を騙りますが電話

　　でお金やキャッシュカード、ギフトカードの話が出れ

入窃盗被害に遭っており、窓を施錠していてもガラ

も多くなりました。自宅での貴重品の管理を徹底す

スを破壊して侵入するガラス破りの手口が３件で最

　３月中、一戸建て住宅が７件、集合住宅が１件侵 　自転車盗は、マンションなどの集合住宅の駐輪場

に止められている自転車の盗難が多く、９件被害に

遭っています。また、施錠がされていない自転車の

盗難が１７件と全体の７７パーセントを占めていま

 (２)自転車盗

（２）特徴

（３）自動車盗

財布やゴルフバッグなどの貴重品を車両から取り出し、

自宅に保管しましょう。

るほか、防犯カメラ、センサーライト、防犯ガラス すので、２重ロック、防犯登録の徹底と盗難防止用

ブザーやＧＰＳの取り付けも効果的です。

（４）車上ねらい

などの設置も検討し、被害の防止に努めましょう。

　　り微減にとどまっています。また、犯人は警察官、市

　 　 被害額：約2310万円（前年同期比－約315万円）

（１）柏署管内発生状況

　　　発生件数：２１件（前年同期比－６件）

　　ば詐欺だと疑い、１１０番通報をしましょう。

の被害となります。路上や商業施設に車両を一時的に止

に遭っています。また、自動車のうち１０件が無施錠で

　３月中２１件発生し、そのうち１８件は自動車が被害

める場合は施錠を忘れがちですので、施錠確認をしまし

ょう。さらに自宅や月極駐車場に車両を止める際には、

　３月中１２件発生し、そのうち９件が完全施錠で

でした。また、被害車両はプリウスが４件、シルビ

アが２件であり、被害の半数を占めています。車両

を止める際には施錠、ハンドルロックを徹底し、そ

の他イモビライザーシステムの搭載やリレーアタッ

クを防ぐため電波を遮断する金属製の箱にスマート

キーを保管するなどの対策をしましょう。

３　電話ｄｅ詐欺の状況  認知状況（Ｒ4.3月末現在）

２　防犯対策

２１

２５


